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1944 9,585 839 8.8
1953 8,491 1,503 17.7
1956 9,359 2,174 23.2
1960 10,789 4,380 40.6
1965 12,408 5,894 47.5
1970 14,619 7,924 54.2
1975 15,986 9,064 56.7
1980 17,298 9,843 56.9
1982 17,774 10,362 58.3
1985 18,792 11,087 59.0
1986 19,060 11,265 59.1
1987 19,346 11,530 59.6
1993 20,522 12,501 60.9














1944 16,333 1,920 11.8
1949 20,189 3,474 17.2
1955 21,502 5,263 24.5
1960 24,989 6,997 28.0
1966 29,193 9,805 33.6
1970 31,466 12,954 41.2
1975 34,707 16,793 48.4
1980 37,344 21,434 57.3
1985 40,448 26,443 65.4
1990 43,411 32,309 74.4
1995 44,609 35,036 78.5
2000 43,136 36,755 79.7
2005 47,279 38,515 81.5










た。李喜演によると、この間の農村から都市への人口移動は一九六〇年から六六年にかけて九一万三〇〇〇人、一九六六年から七〇年にかけては一八二万三〇〇〇人、一九七 年から七五年には一七五万四〇〇〇人、一九七五年から八〇年にかけては二五二万四〇〇〇人が移動したとされ いる（参考文献⑦） 。このうち、首都ソウルへの移動の動機は、七割以上が転職・求職など 職業上 理由であった （参考文献①） 。 このことら、他の都市への移動も同様の動
機が大半を占めるものと推測する。●人口集中　
北朝鮮と韓国の都市化の様相を
上位一〇大都市に絞ってみると、明瞭な違いが浮かび上がる。すなわち、韓国では 口の半数以上が一〇大都市に暮らしているのにたいし、北朝鮮の場合 、そ 比率が三〇％以下である。人口密度でみると、首都のソウルは平壌の八倍であり、一〇大都市の平均 も韓国は北朝鮮よりも五倍ほど高い。この開きの要因は 北朝鮮の人口が韓国に比して少ないので、そもそも国全体の人口密度に違いがあること 要因であるが、そればかりでなく政策的要因もあるこ を強調しておきたい。すなわち 北朝鮮は都市への過度の人口集中を抑える政策を展開してきた。　「朝鮮民主主義人民共和国土地法」 （一九七七年四月二九日、最高人民会議法令第九号として採択、一九九九年六月一六日、最高人民会議常任委員 政令第八〇三―一号で修正）では、 「都市の規模をあまり大きくせず 小さな都市の形態で多く建設する」 （第一五条第二項）と規定している。また、金日成主席は、都市政策と関連し



















平 壌 3,255 13.5 2,275 ソウル 9,794 20.2 16,606
咸 興 669 2.8 1,202 釜 山 3,415 7.0 4,517
清 津 668 2.8 612 仁 川 2,663 5.5 2,636
南 浦 367 1.5 442 大 邱 2,446 5.0 2,796
元 山 363 1.5 1,355 大 田 1,502 3.1 2,798
新義州 359 1.5 1,996 光 州 1,469 3.0 2,972
端 川 346 1.4 159 蔚 山 1,083 2.2 1,033
价 川 320 1.3 433 水 原 1,072 2.2 8,859
開 城 308 1.3 236 昌 原 1,058 2.2 1,437
沙里院 308 1.3 2,544 城 南 950 2.0 6,737

















1980 920 5.3 8,259 21.9
1982 927 5.2 8,616 22.1
1985 882 4.7 8,679 21.4
1986 997 5.2 8,660 21.3
1987 1,134 5.9 9,309 22.6
2008




期の韓国のデータも併せて表記した。この表にみる限り、総人口比でみた人口移動 規模は、韓国の四分の一以下である。しかし 実際にはこれ以上 開きがあ とみなしてよい。北朝鮮 は末端の里および洞を越えて移動した場合に「移動人口」とみなされるのにたいし、韓国では郡または市を越えて移動した場合に「移動人口」とみなされる。一九八七年当時朝鮮の里の平均人口は一九〇〇 、洞の人口は七六〇〇人である。一方、韓国の郡の人口は一九八七年現在、二〇万人を超え （参考文献⑥） 。　
このように人口移動が少ないの





過去五年間に道を越えて移動した人口は六万六四九八人であった。このうち平壌を目的地とした人口移動は全体の二七・六％ り、平壌に隣接する 安南道 一九・六％である。合計すると人口移動の約半数が首都圏とそ 近郊に向かっていること なる。もちろん、この間 人口移動はそれほど多くなく、北朝鮮の人口分布を大きく変えるだけの規模ではないが、首都とその近郊を選好す の動機が北朝鮮にも存在することは間違いない。　
韓国では逆に、首都圏から地方
への人口移動 増えつつある。二〇一一年に韓国では、人口移動統計を取り始めた一九七〇年以来はじめて首都からの人口流出が流入を上回った。翌年二〇 二年には流入が流出を上回ったが、その後は再びソウル人口の純流出がプラスに転じ、二〇一二年から二〇一四年までの三年間で一万八五九五人の純流出があった。 『ハンギョ









 金日成「平壌市民の生活向上のための若干の課題について」（平壌市党委員会執行委員会拡大会議でおこなった演説、一九七〇年一二月三 ） 『金日成著作集』 （日本語版）第二五巻、一九八三年。
③
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